
4

　地
籍
調
査
は
国
土
調
査
法
に
基

づ
く
事
業
。
法
務
局
に
あ
る
現
在

の
地
図
は
明
治
時
代
の
地
租
改
正

で
作
ら
れ
た
も
の
が
基
の
た
め
、

土
地
の
形
状
や
面
積
は
、
あ
ま
り

正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

土
地
１
筆
ご
と
に
、
地
番
・
地
目

等
を
登
記
簿
で
確
認
す
る
と
と
も

に
、
境
界
測
量
や
面
積
測
定
を
し

て
、
地
籍
（
土
地
の
戸
籍
）
を
明

確
に
す
る
の
が
地
籍
調
査
で
す
。

　地
籍
調
査
で
は
ま
ず
、
市
が
登

記
簿
や
戸
籍
な
ど
で
、地
権
者（
土

地
所
有
者
や
相
続
人
）
を
調
べ
ま

す
。
次
に
、
地
権
者
の
立
ち
会
い

に
よ
る
境
界
確
認
と
そ
れ
に
基
づ

く
測
量
を
実
施
。
結
果
を
ま
と
め

た
図
面
等
を
作
成
し
、
国
の
認
証

を
受
け
た
後
に
法
務
局
へ
送
付
し

て
調
査
完
了
と
な
り
ま
す
。

　測
量
や
図
面
作
成
、
登
記
簿
上

の
地
籍
を
修
正
す
る
費
用
は
市
が

負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
境
界
を

確
定
す
る
調
査
で
は
な
い
た
め
、

境
界
が
確
認
で
き
な
い
土
地
は

「
筆
界
未
定
」
と
し
て
図
面
に
境

界
の
線
を
引
か
ず
に
調
査
を
完

了
。
そ
の
後
に
境
界
を
確
定
す
る

場
合
、
費
用
は
地
権
者
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　全
国
的
な
地
籍
調
査
の
進
捗
率

は
約
51
㌫
で
す
が
、
京
都
府
内
は

全
体
で
８
㌫
と
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
市
内
で
は
、
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
際
に
、
法
定
の
精
度

を
満
た
す
測
量
等
が
行
わ
れ
た
場

所
だ
け
が
調
査
済
み
と
同
等
と
さ

れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
調
査
を
終
え
る
に
は
か
な

り
の
年
数
を
要
し
ま
す
が
、
多
く

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
＝
左
上
。

市
は
本
年
度
か
ら
、
国
庫
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
、
計
画
的
に
地

籍
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　変
更
に
な
っ
た
名
称
は
「
避
難

指
示
」
と
「
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
」＝
表
。
従
来
よ
り

も
情
報
の
趣
旨
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
市
は
気
象
情
報
や
河
川
水
位

な
ど
を
基
に
、
避
難
勧
告
等
を
発

令
。
そ
の
情
報
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
Ｆ

Ｍ
い
か
る
や
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
、

防
災
行
政
無
線
で
の
放
送
、
対
象

地
区
の
自
治
会
連
合
会
や
消
防
団

な
ど
へ
の
電
話
連
絡
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　ま
た
、
発
令
前
で
も
身
の
危
険

を
感
じ
る
場
合
に
は
、
早
め
の
避

難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　出
水
期
は
、
土
砂
災
害
や
河
川

等
の
増
水
に
よ
る
被
害
に
注
意
が

必
要
で
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
減
ら
す
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

▽
自
宅
や
学
校
・
職
場
周
辺
の
危

険
個
所
▽
避
難
場
所
と
避
難
経

路
、
移
動
手
段
▽
避
難
情
報
の
入

手
方
法
▽
家
族
間
の
連
絡
方
法―

な
ど
を
身
近
な
人
と
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
市
が
配
布
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　市は本年度から、青野町で土地の境界を明確化する地籍
調査事業に着手します。対象面積は約30㌶。調査の概要と
効果を紹介します。

あなたの土地を再確認

地籍調査が始まります地籍調査が始まります

土
地
を
１
筆
ご
と
に
明
確
化

測
量
等
の
費
用
は
市
が
負
担

府
内
の
進
捗
率
は
８
㌫

災害復旧の迅速化
　豪雨や地震等の被災時に、境界の
　復元が容易
土地トラブルの未然防止
　境界が不明確なことが原因のトラ
　ブルを防止
公共事業の円滑化
　公共事業がスピードアップし測量
　コストを軽減
土地取引の円滑化
　正確な土地情報の登記があり、安
　心して取引することが可能
課税の適正化
　固定資産税を正確な面積で課税

ここがポイント

調査の効果

　昨年の台風 10号による被害を教訓として、
災害時に発令する避難情報の名称が、全国的に
見直されました。

日
ご
ろ
の
備
え
で
被
害
減

発
令
前
で
も
早
め
の
避
難
を

災害時の避難情報
名称変更で趣旨を強調名称変更で趣旨を強調

《避難情報の内容》
変更前

避難指示

避難勧告

避難準備
情報

変更後 呼び掛けの例

避難指示
（緊急）

避難勧告

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難場所や屋内の２階など
安全な所へ緊急に避難して
ください

速やかに避難してください

お年寄りや体の不自由な人、
小さな子どものいる人など、
避難に時間のかかる人とその
支援をする人は避難を始めて
ください
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　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な

世
帯
を
対
象
に
暮
ら
し
に
必

要
な
資
金
を
無
利
子
・
無
担

保
で
お
貸
し
し
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が

未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回

新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以

内
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
10

日（
木
）。
返
済
／
貸
付
日
か

ら
２
年
以
内
。
申
込
み
／
７

月
18
日（
火
）〜
28
日（
金
）に

福
祉
課
保
護
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
昨
年
度
と
同
率
に
決

定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、
均

等
割（
１
人
当
た
り
）２
０
４
０
０

円
、平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）
１
４

５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均
等
割

７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５
０
０

円
。
介
護
分
／
所
得
割
３
・
04
㌫
、

均
等
割
１
０
５
０
０
円
、
平
等
割

５
４
０
０
円
。
最
高
限
度
額
／
医

療
分
54
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
19
万
円
、
介
護
分
16
万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
に
な

り
ま
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
な
お
、
加
入
世

帯
の
所
得
に
よ
り
、
均
等
割
額
・

平
等
割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割

を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
軽
減
は
、
所
得
の
申
告
が
な

い
と
適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
ま
た
は
そ
の
一

方
が
３
級
以
上
）
ほ
か
。
支
給
要

件
あ
り
。
申
請
期
間
／
７
月
３
日

（
月
）ま
で
。
申
請
書
／
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
） 

と
中
丹
広
域
振

興
局
綾
部
地
域
総
務
室（
川
糸
町
）

で
配
布
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　府
中
丹
広
域
振
興
局
綾
部
地
域

　総
務
室
☎（
42
）０
４
８
０

　第
20
回
（
平
成
29
年
度
）
京
都

府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
試
験

案
内
は
市
高
齢
者
支
援
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

試
験
日
／
10
月
８
日（
日
）。
場
所

／
立
命
館
大
学
（
京
都
市
北
区
）

ま
た
は
同
志
社
大
学
（
京
田
辺

市
）。
申
し
込
み
後
に
届
く
受
験

票
で
確
認
。
受
験
資
格
／
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
で
、
対
象
業
務

に
原
則
５
年
か
つ
９
０
０
日
以
上

従
事
し
て
い
る
人
。
申
込
期
間
／

７
月
３
日（
月
）〜
18
日（
火
）。
申

込
先
／
府
社
会
福
祉
協
議
会
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

室
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
７
５（
２
５
４
）３
８
４
４

　市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
募

集
案
内
書
を
配
布
し
ま
す
。

配
布
開
始
日
／
８
月
１
日（
火
）。

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
。
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま

で
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

配
布
場
所
／
建
築
課
、
庁
舎
案
内

窓
口
ほ
か
。

　詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
建
築
課
☎（
42
）４
２
８
４

　中
丹
文
化
事
業
団
は
、
地
域
の

文
化
の
発
展
と
振
興
を
目
的
に

「
平
成
29
年
度
中
丹
文
化
芸
術
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
７
月
か
ら

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

第
31
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
「
踊
り

と
ダ
ン
ス
の
祭
典
」＝
日
時
／
７

月
16
日（
日
）午
後
１
時
〜
。

「
中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

＝
日
時
／
７
月
30
日（
日
）午
後
３

時
〜
。
共
通
＝
場
所
／
中
丹
文
化

会
館
（
里
町
）。
入
場
料
／
３
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）。

第
３
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

「
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭
」＝
日
時
／
７

月
23
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
。

場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）。

入
場
料
／
無
料（
入
場
整
理
券
必
要
）。

問
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　府
は
、
平
成
29
年
度
狩
猟
免
許

試
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
府
猟

友
会
が
試
験
に
伴
う
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

試
験
①
＝
日
程
／
７
月
22
日（
土
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
７
月
12
日（
水
）

ま
で
。

試
験
②
＝
日
程
／
９
月
９
日（
土
）。

場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松

町
）。
申
込
み
／
８
月
30
日（
水
）

ま
で
。

試
験
③
＝
日
程
／
９
月
24
日（
日
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
９
月
13
日（
水
）

ま
で
。

試
験
④
＝
日
程
／
12
月
７
日（
木
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
11
月
29
日（
水
）

ま
で
。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
。

受
付
／
府
綾
部
総
合
庁
舎
（
川
糸

町
）。
手
数
料
／
府
収
入
証
紙
に

よ
る
納
付
で
５
２
０
０
円
。

講
習
会
①
＝
日
程
／
７
月
１
日

（
土
）。
申
込
み
／
６
月
23
日（
金
）

ま
で
。

講
習
会
②
＝
日
程
／
９
月
２
日

（
土
）。
申
込
み
／
７
月
18
日（
火
）

〜
８
月
25
日（
金
）。

講
習
会
③
＝
日
程
／
12
月
２
日

（
土
）。
申
込
み
／
11
月
６
日（
月
）

〜
11
月
24
日（
金
）。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
。
場
所
／
ガ
レ
リ
ア
か

め
お
か
（
亀
岡
市
）。
受
講
料
／

１
２
０
０
０
円
（
複
数
受
講
の
場

合
は
２
０
０
０
０
円
）。
受
付
／

府
猟
友
会
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
５
９
３

　府
猟
友
会

　☎
０
７
５（
８
２
１
）５
２
２
５

　有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
必

ず
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。市
は
、

新
規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　在
宅
で
の
栄
養
・
食
事
ケ
ア
に

従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
増
や

す
た
め
の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

①
＝
日
時
／
８
月
11
日（
金
・
祝
）。

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

②
＝
日
時
／
８
月
19
日（
土
）。
場

所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

③
＝
日
時
／
９
月
２
日（
土
）。
場

所
／
み
や
こ
め
っ
せ
（
京
都
市
）。

④
＝
日
時
／
９
月
３
日（
日
）。
場

所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
。
対
象
／
管
理
栄

養
士
。
原
則
、
４
回
す
べ
て
受
講

で
き
る
人
。
受
講
料
／
無
料
。
定

員
／
50
人
。
申
込
締
切
／
７
月
31

日（
月
）。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
府
栄
養
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
府
栄
養
士
会

　☎
０
７
５（
６
４
２
） ７
５
６
８

　ファ
ク
ス
０
７
５（
６
４
２
）７
５
６
９

　　里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部
実

行
委
員
会
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
23
日（
土
・
祝
）午
前

８
時
〜
受
付
。
午
前
９
時
〜
開
会

式
。
会
場
／
二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

発
着
。
距
離
・
定
員
／
水
源
の
里
・

周
遊
コ
ー
ス
＝
約
60
㌔
・
４
０
０

人
。
水
源
の
里
・
市
志
コ
ー
ス
＝

約
25
㌔
・
１
０
０
人
。
資
格
／
小

学
４
年
生
以
上
の
健
康
で
完
走
で

き
る
自
信
の
あ
る
人
。
小
学
生
は

保
護
者
の
伴
走
が
必
要
。
参
加
料

／
中
学
生
以
上
＝
周
遊
コ
ー
ス
２

０
０
０
円
。
市
志
コ
ー
ス
１
５
０

０
円
。
小
学
生
以
下
＝
１
０
０
０

円
。
申
込
み
／
８
月
23
日（
水
）ま

で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
の
綾
部
中
学
校
と
八
田
中

学
校（
八
田
幼
稚
園
を
含
む
）の
完

全
給
食
開
始
に
あ
た
り
、学
校
給
食

物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
や

農
園
、グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

発
注
予
定
人
数
／
綾
部
中
学
校（
約

６
３
０
人
）、
八
田
中
学
校
（
約

90
人
）、八
田
幼
稚
園
（
約
30
人
）。

申
込
み
／
７
月
31
日（
月
）ま
で
に

市
教
委
学
校
教
育
課
学
務
指
導
担

当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
３

　防
衛
省
は
、
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
募
集
職
種
は
自
衛
官

候
補
生
な
ど
。
応
募
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
自
衛
隊
福
知
山
地
域
事

務
所
へ
。

問
同
事
務
所
☎（
23
）０
４
１
６

　６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
９
４
、
女
１
７
１
９
１
）。

世
帯
数
は
１
３
８
２
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

２
件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

く
ら
し
の
資
金
受
け
付
け

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

中
丹
文
化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
２
次
申
請
）

平
成
29
年
度
国
保
料
の
料
率

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内
書
配
布

狩
猟
免
許
取
得
補
助

２
０
１
７
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

給
食
物
資
の
納
入
登
録
業
者
等

平
成
29
年
度
自
衛
官
等

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

在
宅
療
養
者
へ
の

訪
問
栄
養
食
事
指
導
研
修

（
府
糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策
補
助
事
業
）

目の前で起こる奇跡体験の連続！

8月6日日
14：00開演前売り

（自由席）一　般
高校生以下 1,000円

1,500円
（指定席） 2,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

TOKYO スーパーイリュージョン

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気!!

★調理員（正規職員・臨時職員）
★介護職員  ★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）
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　不
寛
容
社
会
に
想
う

　「除
夜
の
鐘
が
う
る
さ
い
」
と

の
こ
と
で
、
寺
が
鐘
つ
き
を
止

め
た
り
時
間
を
深
夜
で
な
く
昼

間
に
変
更
し
た
、
と
い
う
報
道

に
接
し
た
。
あ
る
マン
シ
ョ
ン
で

は
「
子
ど
も
に
知
ら
な
い
人
か
ら

挨
拶
さ
れ
た
ら
逃
げ
る
よ
う
に
」

と
教
え
て
い
る
か
ら
、
な
ら
ば

「
挨
拶
禁
止
」
を
マ
ン
シ
ョ
ン
内

の
ル
ー
ル
に
し
て
明
文
化
し
た
と

の
こ
と
。
理
屈
は
分
か
ら
な
く

も
な
い
。
が
、
本
当
に
そ
れ
で
い

い
の
か
、
か
え
っ
て
大
切
な
こ
と

を
失
っ
て
い
な
い
か
と〝
昭
和
〞の

価
値
観
を
引
き
ず
る
私
な
ど

は
、
何
か
し
ら
違
和
感
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
。

　「〇
〇
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
主
張

し
て
世
に
出
る
政
治
家
が
目
立

つ
昨
今
。
選
挙
で
己
を
支
持
し

て
く
れ
る
人
々
の
利
益
に
意
を

介
す
る
の
は
理
解
で
き
な
く
も

な
い
。
私
と
て
首
長
と
し
て
本

市
の
発
展
の
た
め
に
奔
走
し
て

い
る
身
な
れ
ど
厭
わ
ず
に
問
う

―

。
だ
が
果
た
し
て
そ
れ
だ
け

で
良
い
の
か
、
と
。
高
邁
な
理

想
を
措
い
て
、
一
国
至
上
主
義
や

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
走
る
ば
か
り
の

為
政
者
を〝
選
良
〞と
呼
べ
る
の

か
。
正
し
い
の
は
自
分
だ
け
と

都
合
よ
く
思
い
込
み
、
多
様
な

価
値
観
や
意
見
に
寛
容
に
な
れ

な
い
世
の
中
を
全
う
と
言
え
る

の
か―

。

　本
市
は
戦
後
ま
も
な
い
昭
和

25
年
、
世
に
先
駆
け
て
世
界
連

邦
都
市
を
宣
言
し
た
。
食
料
事

情
も
十
分
で
な
い
時
代
に
目
先

の
パ
ン
よ
り
世
界
の
恒
久
平
和

を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
前
途
多

難
な
究
極
の
理
想
と
は
知
り
な

が
ら
も
、「
今
日
の
夢
を
明
日

の
現
実
に
！
」
と
敢
え
て
謳
い

上
げ
た
先
達
の
遺
伝
子
に
矜
持

と
希
望
の
光
を
見
出
し
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

綾
部
市
立
病
院

新
任
医
師
の
ご
紹
介

88

あ
い
さ
つ

い
と

こ
う
ま
い

お

ま
っ
と

う
た

あ

き
ょ
う
じ

　
青
野
町
の
市
立
病
院
（
鴻
巣
寛

院
長
）
に
、
本
年
４
月
か
ら
新
た

に
赴
任
し
た
６
人
の
医
師
を
紹
介

し
ま
す
。

小児科
おお　 うち　 かず　たか

　これまで府北・中部で小児
医療に携わってきたためか、
顔見知りのご家族にお会いす
る機会が何度かあり、綾部で
  勤務するのが初めてではない
  ような気がしています。皆
　様が安心して子育てでき
　 る一助になれるよう、
　 日々頑張ります。

大内一孝医師

小児科
しげ　 はら　 けい　 いち

　綾部市での勤務は初めてで
すが、少しでも早く溶け込み、
地域医療に貢献できるよう努
  力していきます。患者様や
　ご家族としっかりと会話で
　 きる医師を目指します
　  のでよろしくお願い
　  します。

茂原慶一医師

小児科
やま　 おか　  さ　  や　  こ

　産休・育休期間を経て、市
立病院で仕事復帰しました。
雰囲気が良く、他部署とも連
携が取りやすいため、とても
楽しく働かせていただいてい
ます。未熟ですが、よろし
くお願いします。

山岡沙矢子医師

呼吸器外科
いわ　 さき　　　　まさし

　幼少時に綾部に在住してお
り、この地で勤務することが
でき、とても懐かしく感じて
 います。病院関係者と密に連
  携を取りながら、良い医療を
　提供できるよう心掛けて
　いきます。

岩﨑　雅医師

外科
おか　 じま　　　　わたる

　ほかの地域・病院へ行かな
くても、この市立病院で安全・
安心な最先端の消化器外科治
療を提供できるよう、全力を
尽くしたいと考えています。
分かりにくいことがあれば
　 気軽にお尋ねください。

岡島　航医師

泌尿器科
なか　 むら　ゆう　いち

　普段はなじみのない診療科
かもしれませんが、扱う臓器
は腎臓や尿管、ぼうこう、
前立腺、精巣、尿道など多
岐にわたります。泌尿器
科の疾患はなかなか人に
　 相談しづらいと思いま
　　すが、気軽にご相談
　　　　　 ください。

中村雄一医師

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な

世
帯
を
対
象
に
暮
ら
し
に
必

要
な
資
金
を
無
利
子
・
無
担

保
で
お
貸
し
し
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が

未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回

新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以

内
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
10

日（
木
）。
返
済
／
貸
付
日
か

ら
２
年
以
内
。
申
込
み
／
７

月
18
日（
火
）〜
28
日（
金
）に

福
祉
課
保
護
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
昨
年
度
と
同
率
に
決

定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、
均

等
割（
１
人
当
た
り
）２
０
４
０
０

円
、平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）
１
４

５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均
等
割

７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５
０
０

円
。
介
護
分
／
所
得
割
３
・
04
㌫
、

均
等
割
１
０
５
０
０
円
、
平
等
割

５
４
０
０
円
。
最
高
限
度
額
／
医

療
分
54
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
19
万
円
、
介
護
分
16
万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
に
な

り
ま
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
な
お
、
加
入
世

帯
の
所
得
に
よ
り
、
均
等
割
額
・

平
等
割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割

を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
軽
減
は
、
所
得
の
申
告
が
な

い
と
適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
、
障

害
者
世
帯
（
父
母
ま
た
は
そ
の
一

方
が
３
級
以
上
）
ほ
か
。
支
給
要

件
あ
り
。
申
請
期
間
／
７
月
３
日

（
月
）ま
で
。
申
請
書
／
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
） 

と
中
丹
広
域
振

興
局
綾
部
地
域
総
務
室（
川
糸
町
）

で
配
布
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　府
中
丹
広
域
振
興
局
綾
部
地
域

　総
務
室
☎（
42
）０
４
８
０

　第
20
回
（
平
成
29
年
度
）
京
都

府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
試
験

案
内
は
市
高
齢
者
支
援
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

試
験
日
／
10
月
８
日（
日
）。
場
所

／
立
命
館
大
学
（
京
都
市
北
区
）

ま
た
は
同
志
社
大
学
（
京
田
辺

市
）。
申
し
込
み
後
に
届
く
受
験

票
で
確
認
。
受
験
資
格
／
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
で
、
対
象
業
務

に
原
則
５
年
か
つ
９
０
０
日
以
上

従
事
し
て
い
る
人
。
申
込
期
間
／

７
月
３
日（
月
）〜
18
日（
火
）。
申

込
先
／
府
社
会
福
祉
協
議
会
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

室
。

問
府
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
７
５（
２
５
４
）３
８
４
４

　市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
募

集
案
内
書
を
配
布
し
ま
す
。

配
布
開
始
日
／
８
月
１
日（
火
）。

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
。
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま

で
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

配
布
場
所
／
建
築
課
、
庁
舎
案
内

窓
口
ほ
か
。

　詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
建
築
課
☎（
42
）４
２
８
４

　中
丹
文
化
事
業
団
は
、
地
域
の

文
化
の
発
展
と
振
興
を
目
的
に

「
平
成
29
年
度
中
丹
文
化
芸
術
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
７
月
か
ら

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

第
31
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
「
踊
り

と
ダ
ン
ス
の
祭
典
」＝
日
時
／
７

月
16
日（
日
）午
後
１
時
〜
。

「
中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

＝
日
時
／
７
月
30
日（
日
）午
後
３

時
〜
。
共
通
＝
場
所
／
中
丹
文
化

会
館
（
里
町
）。
入
場
料
／
３
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）。

第
３
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

「
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
祭
」＝
日
時
／
７

月
23
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
。

場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）。

入
場
料
／
無
料（
入
場
整
理
券
必
要
）。

問
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　府
は
、
平
成
29
年
度
狩
猟
免
許

試
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
府
猟

友
会
が
試
験
に
伴
う
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

試
験
①
＝
日
程
／
７
月
22
日（
土
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
７
月
12
日（
水
）

ま
で
。

試
験
②
＝
日
程
／
９
月
９
日（
土
）。

場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松

町
）。
申
込
み
／
８
月
30
日（
水
）

ま
で
。

試
験
③
＝
日
程
／
９
月
24
日（
日
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
９
月
13
日（
水
）

ま
で
。

試
験
④
＝
日
程
／
12
月
７
日（
木
）。

場
所
／
京
都
社
会
福
祉
会
館
（
京

都
市
）。申
込
み
／
11
月
29
日（
水
）

ま
で
。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
。

受
付
／
府
綾
部
総
合
庁
舎
（
川
糸

町
）。
手
数
料
／
府
収
入
証
紙
に

よ
る
納
付
で
５
２
０
０
円
。

講
習
会
①
＝
日
程
／
７
月
１
日

（
土
）。
申
込
み
／
６
月
23
日（
金
）

ま
で
。

講
習
会
②
＝
日
程
／
９
月
２
日

（
土
）。
申
込
み
／
７
月
18
日（
火
）

〜
８
月
25
日（
金
）。

講
習
会
③
＝
日
程
／
12
月
２
日

（
土
）。
申
込
み
／
11
月
６
日（
月
）

〜
11
月
24
日（
金
）。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
。
場
所
／
ガ
レ
リ
ア
か

め
お
か
（
亀
岡
市
）。
受
講
料
／

１
２
０
０
０
円
（
複
数
受
講
の
場

合
は
２
０
０
０
０
円
）。
受
付
／

府
猟
友
会
。

問
府
中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
５
９
３

　府
猟
友
会

　☎
０
７
５（
８
２
１
）５
２
２
５

　有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
必

ず
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。市
は
、

新
規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
人

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　在
宅
で
の
栄
養
・
食
事
ケ
ア
に

従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
増
や

す
た
め
の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

①
＝
日
時
／
８
月
11
日（
金
・
祝
）。

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

②
＝
日
時
／
８
月
19
日（
土
）。
場

所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

③
＝
日
時
／
９
月
２
日（
土
）。
場

所
／
み
や
こ
め
っ
せ
（
京
都
市
）。

④
＝
日
時
／
９
月
３
日（
日
）。
場

所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）。

共
通
＝
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
。
対
象
／
管
理
栄

養
士
。
原
則
、
４
回
す
べ
て
受
講

で
き
る
人
。
受
講
料
／
無
料
。
定

員
／
50
人
。
申
込
締
切
／
７
月
31

日（
月
）。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
府
栄
養
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
府
栄
養
士
会

　☎
０
７
５（
６
４
２
） ７
５
６
８

　ファ
ク
ス
０
７
５（
６
４
２
）７
５
６
９

　　里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部
実

行
委
員
会
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
23
日（
土
・
祝
）午
前

８
時
〜
受
付
。
午
前
９
時
〜
開
会

式
。
会
場
／
二
王
公
園
（
睦
寄
町
）

発
着
。
距
離
・
定
員
／
水
源
の
里
・

周
遊
コ
ー
ス
＝
約
60
㌔
・
４
０
０

人
。
水
源
の
里
・
市
志
コ
ー
ス
＝

約
25
㌔
・
１
０
０
人
。
資
格
／
小

学
４
年
生
以
上
の
健
康
で
完
走
で

き
る
自
信
の
あ
る
人
。
小
学
生
は

保
護
者
の
伴
走
が
必
要
。
参
加
料

／
中
学
生
以
上
＝
周
遊
コ
ー
ス
２

０
０
０
円
。
市
志
コ
ー
ス
１
５
０

０
円
。
小
学
生
以
下
＝
１
０
０
０

円
。
申
込
み
／
８
月
23
日（
水
）ま

で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
の
綾
部
中
学
校
と
八
田
中

学
校（
八
田
幼
稚
園
を
含
む
）の
完

全
給
食
開
始
に
あ
た
り
、学
校
給
食

物
資
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
や

農
園
、グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

発
注
予
定
人
数
／
綾
部
中
学
校（
約

６
３
０
人
）、
八
田
中
学
校
（
約

90
人
）、八
田
幼
稚
園
（
約
30
人
）。

申
込
み
／
７
月
31
日（
月
）ま
で
に

市
教
委
学
校
教
育
課
学
務
指
導
担

当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
３

　防
衛
省
は
、
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
募
集
職
種
は
自
衛
官

候
補
生
な
ど
。
応
募
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
自
衛
隊
福
知
山
地
域
事

務
所
へ
。

問
同
事
務
所
☎（
23
）０
４
１
６

　６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
９
４
、
女
１
７
１
９
１
）。

世
帯
数
は
１
３
８
２
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

２
件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

く
ら
し
の
資
金
受
け
付
け

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

中
丹
文
化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
２
次
申
請
）

平
成
29
年
度
国
保
料
の
料
率

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内
書
配
布

狩
猟
免
許
取
得
補
助

２
０
１
７
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部

給
食
物
資
の
納
入
登
録
業
者
等

平
成
29
年
度
自
衛
官
等

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

在
宅
療
養
者
へ
の

訪
問
栄
養
食
事
指
導
研
修

（
府
糖
尿
病
重
症
化
予
防
対
策
補
助
事
業
）

目の前で起こる奇跡体験の連続！

8月6日日
14：00開演前売り

（自由席）一　般
高校生以下 1,000円

1,500円
（指定席） 2,000円

京都府中丹文化会館
☎0773-42-7705

TOKYO スーパーイリュージョン

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます。
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気!!

★調理員（正規職員・臨時職員）
★介護職員  ★生活支援員
★グループホーム世話人
　（夜勤）
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ま
つ
り
は
午
後
５
時
15
分
、
西

町
ア
イ
タ
ウ
ン
の
「
あ
や
べ
良
さ

来
い
」
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
で

開
幕
。
午
後
７
時
、
綾
部
小
３
年

生
の
作
っ
た
行
灯
が
大
本
通
り
を

照
ら
し
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
始

ま
る
「
万
灯
流
し
」
が
川
面
で
色

鮮
や
か
に
揺
ら
め
き
ま
す
。
午
後

８
時
、
ま
つ
り
は
い
よ
い
よ
最
高

潮
に
。
約
４
０
０
０
発
の
花
火
が

夜
空
を
彩
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
花

火
大
会
終
了
後
は
西
町
ア
イ
タ
ウ

ン
で
「
あ
や
べ
良
さ
来
い
」
の
第

２
部
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
第
２
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
由
良
川
花
庭
園
、
府
綾
部
総

合
庁
舎
な
ど
10
か
所
に
約
１
４
０

０
台
の
駐
車
場
を
確
保
。
駐
車
場

や
交
通
の
状
況
は
Ｆ
Ｍ
い
か
る
の

生
放
送
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
無
月
ま
つ
り
の
前
後
に
催
さ

れ
る
、主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

６
月
30
日（
金
）〜
７
月
23
日（
日
）

＝
あ
や
べ
水
無
月
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
）

７
月
23
日（
日
）午
前
７
時
〜
＝
ク

リ
ー
ン
水
無
月

７
月
28
日（
金
）午
前
10
時
〜
＝
水

無
月
大
祭
（
熊
野
新
宮
神
社
）

ク
リ
ー
ン
水
無
月
で
は
早
朝
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
美
化
作
業
に

汗
を
流
し
ま
す
。
毎
年
多
く
の
ご

み
が
道
端
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
つ
り
当
日
は
、
ポ
イ
捨

て
な
ど
は
せ
ず
、
美
し
い
ま
ち
で

美
し
い
花
火
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
実
行
委
で
は
現
在
、
ふ
る
さ

と
花
火
へ
の
協
賛
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
１
口
１
０
０
０
円
。
６
月

の
組
回
覧
の
ほ
か
、
あ
や
べ
特
産

館
や
あ
や
べ
温
泉
、Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
な

ど
市
内
９
か
所
で
ま
つ
り
前
日
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
万
灯
の
流
し
人
を
７
月

14
日
ま
で
、
献
灯
祈
願
札
の
申
し

込
み（
１
枚
１
０
０
円
）を
７
月
21

日
ま
で
募
集
中
。
流
し
人
に
な
る

と
船
上
か
ら
花
火
が
見
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
実
行
委
員

会
事
務
局（
綾
部
商
工
会
議
所
内
）

☎（
42
）０
７
０
１
へ
。

水
無
月
まつ
り

あ
やべ

７
月
22
日（
土
）

　
府
北
部
の
夏
の
風
物
詩
「
あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
７
月
22
日
、
今
年
も
由
良
川
河
畔
と

市
街
地
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

花火大会花火大会

良さ来い良さ来い

万灯流し万灯流し

熱
気
あ
ふ
れ
る

　 

良
さ
来
い
で
開
幕

美
し
い
ま
ち
で

　
　
美
し
い
花
火
を

協
賛
金
・
献
灯
・

　  

流
し
人
募
集
中

　水無月まつりのポスターの
原画を、２人で役割分担して
３週間かけて仕上げました。
浴衣姿の女性が花火大会の思
い出を大切に抱き、今年も楽
しみにしている様子をイメー
ジ。全体に明るい絵になるよ
う工夫しました。帯や浴衣の
質感を出すのに苦労しました
が、完成してホッとしていま
す。ポスターを見て、たくさ
んの人に来てもらえればと思
います。

綾部高校美術部２年
（左）屋敷亜里砂さん（位田町）
（右）上 嶌 鈴 菜さん（　同　）

あ
ん
ど
ん

7

東綾小・中一貫校（鷹栖町）は５月16日、
金融広報アドバイザーの渡辺紀子さんを講
師に「子ども金融教室」を開催。５・６年
生 22 人の児童が班に分かれて「人生シミ
ュレーションゲーム」を体験しました。一律
の収入等でスタートし、転職や昇給、結婚
など人生の転機はカードを引いて決めるゲ
ーム。収支をグラフに書き込むと、班によっ
て暮らしぶりに大きな違いがあり「生活設
計の大切さ」を学びました。

ゲームで人生のお金を
シミュレーション

フィリピン共和国・マンダウエ市の副市長を
はじめとする６人が、６月８、９日に来綾しま
した。昨年 11 月の本市からの調査団派遣を受
けて実現したもので、綾部小学校で英語の授業
を見学するなどしました。

フィリピン・マンダウエ市から訪問団

綾部工業団地振興センターと京都工芸
繊維大学、タイのキングモンクット工科
大学トンブリ校の３者が６月１日、タイ
の同校で海外インターンシップに関する
協定を締結。山崎善也・綾部市長も立会
人として署名しました。
平成26年５月の市と京都工芸繊維大
学との協定が発展したもの。10月には、
同センター会員企業のタイの現地法人に
よる、両大学の学生の就業体験の受け入
れが始まります。

タイで海外インターンシップ

５月30日、春季府高校野球大会で準優勝
した、府立綾部高等学校野球部の小嶋一輝主
将らが市役所を訪問。63年ぶりとなった決
勝進出の喜びを、山崎善也市長らに報告しま
した。

63年ぶりの快挙を報告

水源の里・草壁（稲子和夫代表）で５月
21日、どろんこ田植え体験を開催。市内
外から29人が参加し、地元農家の指導で
手植えしました。
はだしで田んぼに入った子どもたちは、
泥の感触に「冷たくて気持ちいい」「歩く
とふわふわする」と笑顔。大人も子どもも
和気あいあいと汗を流しました。

水源の里でどろんこ田植え
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フィリピン共和国・マンダウエ市の副市長を
はじめとする６人が、６月８、９日に来綾しま
した。昨年 11 月の本市からの調査団派遣を受
けて実現したもので、綾部小学校で英語の授業
を見学するなどしました。

フィリピン・マンダウエ市から訪問団

綾部工業団地振興センターと京都工芸
繊維大学、タイのキングモンクット工科
大学トンブリ校の３者が６月１日、タイ
の同校で海外インターンシップに関する
協定を締結。山崎善也・綾部市長も立会
人として署名しました。
平成26年５月の市と京都工芸繊維大
学との協定が発展したもの。10月には、
同センター会員企業のタイの現地法人に
よる、両大学の学生の就業体験の受け入
れが始まります。

タイで海外インターンシップ

５月30日、春季府高校野球大会で準優勝
した、府立綾部高等学校野球部の小嶋一輝主
将らが市役所を訪問。63年ぶりとなった決
勝進出の喜びを、山崎善也市長らに報告しま
した。

63年ぶりの快挙を報告

水源の里・草壁（稲子和夫代表）で５月
21日、どろんこ田植え体験を開催。市内
外から29人が参加し、地元農家の指導で
手植えしました。
はだしで田んぼに入った子どもたちは、
泥の感触に「冷たくて気持ちいい」「歩く
とふわふわする」と笑顔。大人も子どもも
和気あいあいと汗を流しました。

水源の里でどろんこ田植え




